







Comparative Law & the Urban Parks in New York， Paris， and Tokyo (1) 




























In recent years， megacities in the world have common problems with urban environment and urban originality. 
Meanwhile， green conservation and nature conservation are the most needed in urban areas， especially in megacities. 
In New York， the Central Park serves to keep both urban environment and urban originality. In Paris， twin forests-
Bois de Boulogne and Bois de Vincennes一haveimportant roles in natural resources m阻 agement叩 ddisaster damage 
prevention plan. Tokyo is one of the largest cities in the world and the Hibiya Park has been played a unique role in the 
history of urbanization. 
This article studies urban park systems in New York， Paris， and Tokyo in the frame of Comparative Law for future 
prospects. 
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15歳の時にウルシの毒で失明の危機に遭ったオムステッドは、エール大学 (YaleU niversity )への入学準備



























プトン (HumphreyRepton)、ナッシユ (JohnNash) らが手がけた庭園を視察すると共にイギリスのごくあ
りふれた景色を見たのだが、これらが彼の芸術の拠り所の一部となった。オムステッドはライン1を訪れた






(New York Daily Tribune).1紙等にいくつか記事を書くようになった。 1852年にオムステッドは、新創刊の
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『ニューヨーク・デイリータイムズ (NewYork Daily Times) J紙の記者としてアメリカ南部に行くよう依頼
された。当時のアメリカ奴隷州 (slavestates，南北戦争当時、奴隷制度が合法とされていた南部15州)での彼
の観察は、『アメリカ人農夫のイギリス散歩』同様のジャーナリスティックな文体でまとめられ、同紙の記
事として掲載されたのちに『アメリカ東海岸奴隷州紀行 (AJoumey in the Seaboard Slave States) jとして出
版された。オムステッドは他にも、 r[アメリカ南部]山間地域紀行 (AJoumey in the Back Country) Jなどを
出版し、アメリカ南部シリーズのこれらの本はすぐにペストセラーになると共に、作家としての彼の名声を
確かなものとした。 1855年にオムステッドは、出版社デイツクス・アンド・エドワーズ (Dixand Edwards) 
の共同オーナーとなり、同社が定期刊行する『パトナムズマンスリーマガジン (Putnam'sMonthly Magazine) J 
誌の編集者を兼ねることになった。スタテン島の農場を離れてニューヨーク市内のアパートに引っ越した彼
は、エマソン (RalphWaldo Emerson)、ロングフエロー (HenryWadsworth Longfellow)、ストウ (Harriet





まらない密集市街地だった。 1840年代半ば、アメリカでは『ニューヨーク・イブニングポスト (NewYork 
Evening Post) J紙の編集長で詩人のブライアント (WilliamCullen Bryant)や造園技師のダウニング





State Legislature)は同年、[セントラルパーク]第一公園法 (FirstPark Act)を通過させてニューヨーク市に
よる公園用地の取得を認めた。 1853年には、土地評価のための委員会が設置されると共に、[セントラルパ






























































Adolphe Alphand， 1817-1891) に、実務面を託した。アルファンはオスマンの部下として、プロムナードおよ
び植樹局 CServicedes Promenades et Plantation)の局長に任命された。公園としての整備を条件に、 1852年に
ナポレオン 3世によって固からパリ市へ委譲された固有地だ、ったプーローニュの森は、 4年間に200万フラ
ンという整備予算の下、最終的には隣接するパガテル庭園 (Jardinde Bagatelle)やロンシャン (Longchamps)
エリアを含む863ヘクタールの広大な森林公園へと生まれ変わる。もともとはグランド・カスカード
(Grande Cascade，大滝)のところまでしかなかった森をセーヌJI (Seine)に達するよう植林し、さらにロン
シャン競馬場 (Hippodromede Longchamp) を建設することで公園の維持管理費用を捻出することに成功し
たのも、オスマンとアルファンの功績だった。プーローニュの森の総工費は1430万フランに達したが、公園
沿いのニューイ CNeuilly)の土地を売却することで1090万フランを獲得し、第二帝政政府の補助金も得てい






プロムナード (LesPromenades de Paris) .1という大著を出版し、造園界の大家となっていく。
パリ大改造は予算との関係で3期に区分されるが、ブーローニュの森を都市公園として整備したことは、
第l期改造の最大の成果となった。第2期改造では、ブーローニユの森と言わば双子の関係にあるヴァンセ
ンヌの森 (Boisde Vincennes)が都市公園として1858年から整備されたほか、 1861年にはモンソ一公園
(Parc Monceau)が設立された。第 3期改造では、 1864年から1867年にかけてピュット・ショーモン公園
(Parc des Buttes Chaumont)が都市公園として整備・設立されたほか、モンスーリ公園 (ParcMontsouris)の
設立準備が進められた。シャンゼリゼ大通り (Avenuedes Champs-Elysees)に代表される並木道、パリ・オ








リアは中断された。 1861年に合衆国衛生委員会 (UnitedStates Sanitary Commission)の満場一致決定で、オ









Big Tree Grove) を公的な保留地として取っておくことを目ざして奮闘し、当時の上流階級の紳士たちを中















(Prospect Park) といういわゆる“オムステッドの3つの偉業 (greattriad of Olmsted' s works)"に加えて、パ
レードグランド (ParadeGround)、フオートグリーン公園 (FortGreene Park)、 トムキンズ公園 (Tompkins
Park)、モーニングサイド公園 (Momingsid巴Park)、リバーサイド公園(RiversidePark)等のニューヨークの
小規模な公園の設計を次々と手がけていった。ボークスとのパートナーシップ解消後、 1873年に不況が始ま









(natural beauty)へのアクセスを国民 (bodyof the people)に保証することは民主主義社会の責務であり、公




















































最初のセントラルパーク関連法制、 1851年の[セントラルパーク]第一公園法 (FirstPark Act) と1853年
の[セントラルパーク]修正公園法 (AmendedPark Act)は共にニューヨーク州法であり、これらの法が公
園用地の取得やセントラルパークの位置決定を可能にした。
現在、セントラルパークはニューヨーク市公園・レクリエーション局(Cityof New York， Parks & 
Recreation，以下「公園局」と呼ぶ)の管轄下にあり、同局の2000年版の規則・規制 (Rules& Regulations， 
2000 Edition)がセントラルパークを含むニューヨーク市内の公園管理に関する主な規定となる。セントラ






















で、現行法である2000年版の規則・規制 (Rules& Regulations， 2000 Edition)の概要を、公園管理にとって最






















公認海水浴場 (AuthorizedBathing Beaches) 


























































「警察官jとは、ニューヨーク市警察局 (PoliceDepartment of the City of New Y ork)のメンノfー と、警察
局によって任命され宣誓し、[警察]局長に所属したパトロール警官である他市の公務員をいう。
規則 (Rules)
「規則Jとは、別に明記されていない限り、ニューヨーク市憲章21章533(a)条(~ 533 (a) of Chapter 21 of 
12 創造都市研究第7巻第2号(通巻11号) 2011年12月































































































































(Great Lawn Study Committee) という特別諮問委員会によって2008年度を通じて行われたが、同委員会はセ
ントラルパーク管理財団メンバーによって2008年1月から3月にかけて結成されたものだ、った。 2009年7月に
大芝生検討委員会は、『大芝生報告書 国民利用、整備、修理 (AReport on the Great Lawn: Its Public Use， 






















る一方、セントラルパーク管理財団は利益と倫理政策の対立に関する受託者委員会 (Boardof Trustees 



























(1)第 1 期 (1986年 ~1990年代初め)一セントラルパーク管理財団のためのキャンベーン (Campaignfor the 
Central Park Cons巴rvancy)
管理財団による最初の寄付金募集キャンペーンで、キャンペーン前半ではベセズダテラス (Bethesda
Terrace)、グランドアーミープラザ (GrandArmy Plaza)、シェイクスピアガーデン (ShakespeareGarden)、
シダーヒル (CedarHill)、そして公園南部分が回復された。 1990年代初めに主要事業の焦点は公園北端に移
され、ハーレムミア (HarlemMeer)が回復された。
(2)第2期(1990年代半ば)ーニューヨークの驚異キャンペーン (WonderofNew York Campaign) 
管理財団による 2度目の寄付金募集キャンペーンで、公圏西側の大芝生 (GreatLa wn) とノースメドウ
(North Meadow)の景観が回復された。
(3)第3期 (2005年~現在)一セントラルパークのためのキャンベーン (Campaignfor Central Park) 
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